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公益財団法人 

ソルフェージスクール  

2020 年 4 月 25 日発行 

 

普通、器楽を学ぶときは基本的な技術のほかにはほと

んどソロ（独奏）のための曲を学び、なかなかほかの人と

一緒に（アンサンブル）合わせて楽しむ機会がありません。

アンサンブルの楽しみを知らないなんてとてももったい

ないこと！ ソロの場合は自分が思うように弾いても問

題は起こりませんが、ほかの人と一緒に弾く場合にはそ

れぞれが自分の思うように弾いたのではすぐに曲は先に

進まなくなり頓挫し、バラバラになってしまいます。み

んなが楽しく一緒に合わせるためには全員が同じ拍を感

じて弾くことが必須です。そこのところをソルフェージ

スクールでしっかりと小さい頃から身につけておくと、

意識せずとも自然と拍を感じて弾くので最初から自然に

アンサンブルを楽しむことができます。ソロの曲以外に

素晴らしい曲がそれはそれはたくさんあるので音楽を楽

しめる世界が何十倍何百倍にも広がります！ 

第 3 号（2020 年 4 月） 

「ソルフェージュ」と「ソルフェージ」の発音を比較し

たとき、普通「ジュ」を発音するときにはここに力が入り

重くなります。「ジ」はそれよりも軽く発音されます。フ

ランス語の発音では最後の「ジュ」あるいは「ジ」の所は

ひじょうに軽く無重量で空中に消えていく感じに発音されるの

で、「ソルフェージ」のほうがフランス語の発音に近くなります。 

かつて、ソルフェージスクール創立者である大村多喜子

先生が「ソルフェージ」と発音したことを、フランスの著

名なピアニストであり林紀子先生（ソルフェージスクー

ル創立当時からのメンバーであり、林さち子先生のお母

様）の先生であった Robert Casadesus が褒めてくださっ

たことがありとても嬉しかった、と聞いたことを覚えています。 

 

 

～ソルフェージスクールのベースにあるもの～ 

ソルフェージとは、もともとはそれぞれの音符をドレミ

を使って声に出して歌うこと（solfège の言葉の中に sol 

と fa が入っています）を指します。そのときにシャープ

やフラットのついた音をドシャープとかシフラットと読

今回は、吉村隆子先生にソルフェージスクールの特徴についてお話を聞き、当スクールで普段自然に学んでいることのひとつひ

とつに歴史と理念が宿っていることを教えていただきました。また、スクール創立者の大村多喜子先生とともに音楽教育に心血を

注いでこられた石田昌孝先生ご執筆の「私達のソルフェージ教育」（1977 年～89 年発行の「ソルフェージ音楽」に掲載）より一部

を抜粋し、ご紹介します。当スクールの根本である「ソルフェージ教育」がいかに音楽を深く理解する方法であるかを知っていただ

き、音楽を通じ子供たちの心に豊かな情緒や人間性を育みたいという理念を改めてお伝えする機会になれば幸いです。 

また先生方の勉強会である「試演会」の報告もあります。普段のレッスンでは知ることのできない、先生同士の学び合う姿をご紹介します。 

NEWSLETTER 
 

ソルフェージスクール 

お話：吉村隆子先生 

むのでは間に合わないことがあるし、歌うのも大変です。

そこで創立時の先生達はド、レ、ミにシャープやフラッ

トがついている場合でも「単音節」になるように考え、シ

ャープの付いた音はイで終わる呼び方（ファ →フィ、ソ

→スィ）,フラットの付いた音はウで終わる呼び方（シ→

シュ、ミ→ム）を考えました。例外も少しありますが。これな

らたくさん「変化記号」が付いていてもスラスラと歌えます！ 

【ここで問題です！】これはなんの曲でしょう？ 

♪ミリミリミシレドラ♪（ヒント：リはレ♯） 

（答えは次ページの下に。最後まで読んで答え合わせをしてみましょう♪） 

ソルフェージスクール以外でも似たような読み方をし

ているところはあるようです。 

 

Solfège という単語は一般的に「ソルフェージュ」と読

まれることが多いですが、当スクール名が「ソルフェー

ジュ」ではなく「ソルフェージ」なのはなぜですか？ 

 

ソルフェージスクールでは個人レッスンだけでなく、

アンサンブルを大切に考えています 

 

ソルフェージのレッスンでは#と♭のついた音をオリジ

ナルの読み方で習います。その理由を教えてください 

 

 

※３階ホールへ上る階

段 の 途 中 に 、 Robert 

Casadesus ご夫妻が

ソルフェージスクール

を訪問されたときの写

真が飾ってあります。

皆さん見たことがあり

ま す ね ！ 手 前 は 左 か

ら、吉村順三先生（建築

家で大村多喜子先生のご主人）

大村多喜子先生、田中

園子先生 
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ソルフェージスクールが創立時から用いている Marie 

Chassevant による SOLFÈGE DE L’ENFANT(1880 年

出版)のお話の中に出てくる小鳥たちの呼び名を日本語

に変えたものがまるちゃん、しろちゃん、くろちゃん、は

ねちゃんです。（フランス語では、Ronds, Blanchs, Noire, 

Croche ）この本は建築家 Antonin Raymond 夫人の

Noemi さんが子供の頃ソルフェージを学んだときに使っ

た本で、ソルフェージスクールの大事な宝です。(ソルフ

ェージスクールには SOLFÈGE DE L’ENFANT II か

らしかなくて初めのお話が書かれている I はどこに行っ

ちゃったのでしょう？）いろいろと調べたら、Marie 

Chassevant は教育者としてアメリカでもドイツでもよ

く知られている人だということがわかりました。 

また、検索画像でソルフェージェットのオリジナル（？）

も出てきました！私たちが使っている赤い箱のソルフェ

ージェット（この名前はわれわれ独自のもの）ととても

良く似ているのでびっくりしました。というのは、私た

ちのソルフェージェットは Mrs. Raymond が記憶を辿り

伝えてくださったのを吉村順三先生がデザインして作っ

たもので、今回検索で出てきた画像のことは全く知らな

かったのです！まだインターネットなどはなかった

1960 年代の話です。連想ゲームがとてもうまくいったケース？ 

↑ソルフェージェットのオリジナル（？） と ↑私たちが使っているソルフェージェット 
本当によく似ていますね！ 

Marie Chassevant  マリー・シャセバン 略歴 

1836.8.31（Alençon, Basse-Normandie） 

– 1914.2.22 (ジュネーブ) 

父は数学者。ピアニスト、歌手。パリに於いて音
楽教育に目覚め、Marie Pape-Carpentier と
Friedrich Froebel の著書から影響を受ける。
1895-1912 ジュネーブ音楽院で子供にソルフェ
ージを教える。そのメソードはスイス、その他の
ヨーロッパで高く評価され多くの音楽教師を輩
出。簡単な絵や特別仕立ての鍵盤を用いて遊び心
のある方法を提供した。そのメソードは 1970 年
代まで使われた。 

 

 

ソルフェージスクール

ができる前、きっと大村

先生は音楽の基礎を教え

る学校についての考えや

希望を音楽に造形の深い

Mrs.Raymond に話した

のでしょう。そうしたら

Mrs.Raymond は自分が

子 供 の こ ろ に 受 け た

Marie Chassevant の教

育についてご本（その後 

アメリカに移住、そして日本に来られるときもずっと持

っておられたことがまた奇跡的！）を示し話してくださ

ったのです。そして、ご自分が小さいときに使った教本

をくださり、ソルフェージェットの誕生のもととなる記

憶を辿ってのお話もしてくださったのです。それはソル

フェージスクールの創立に関わった林紀子先生や石田昌

孝先生（石田先生については次ページにて後述します）

も子供たちが楽しく自然に音符や読譜のための基礎を教

えるのにとても良いメソードだということで、さっそく

に「音楽のおばさんのお話」を小さな子供向けに使い、現

在使われている Chassevant I, II,III の教本も独自に編

纂、印刷して使用することにしました。Mrs.Raymond が

小さいときに受けた音楽の授業をずっと覚えていて教本

も大事に保管しておられたということはそれがよっぽど

記憶の中で強く残っていたのでしょう。それをソルフェ

ージスクールが受け継ぎ今でも生き生きと伝えられてい

るのです。 

 

 

 

 そのメソードは 1970年代まで使われた。…とありますが、
ソルフェージスクールでは今も健在ですね！ 

 

当スクールで 1977 年～89 年に 
発行していた「ソルフェージ音楽」 現在もスクールで使用している 

ソルフェージ教本 

まるちゃん（全音符）・しろちゃん（二分音符） 

くろちゃん（四分音符）・はねちゃん（八分音符） 

のネーミングはどのように考案されたのでしょう 
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「私達のソルフェージ教育（1）」 

明治の初期に洋楽が紹介されてから、ほ

ぼ百年が過ぎました。最近では、音楽は私共

の生活の中に広くゆきわたって盛んになり、

それにつれて、音楽教育もまた盛んで、音楽

を学ぶ人も非常に多くなりました。これは、

私共音楽を愛好し、それを人々の精神の糧、

心のよりどころとしたいと願う者としては、

たいへん喜ばしいことです。 

しかし、音楽の専門大学から、あちこちに

見かける音楽教室に至るまで、その目的は、

演奏家を養成することにあるように思われ

ます。そこでは、生徒は一音一音先生から教

え込まれて、その指導通りに楽器が弾けるよ

うになるまで練習を繰り返し、手や指がいわ

ば自動的に動くところまで訓練するという

ことが行われてきました。これが洋楽が導入

されて以来行われてきた音楽教育の形であ

り、それは今も大筋では変わっていません。 

けれども、こうやって音楽を学んだ人が、す

べて演奏家になれるわけではありません。そ

して、演奏家になれなかった大多数の人にと

って、この様な学び方のために、音楽は教養

ともならず、精神の糧ともならず、かえって

音楽を自分のものとすることを妨げられて

いるのも珍しいことではありません。一方、

演奏家になった人についても、演奏を効果的

にする表面的技術には優れても、音楽の本質

を理解した演奏は期待できません。又このよ

うな演奏は、聴く人に心のよりどころ、精神

の糧となる音楽を与えることが、果たしてで

きるでしょうか？ 

見たところ非常に盛んな音楽や音楽教育

のこのような有様は、私共の願うところから

遠いところにあるといわざるを得ません。こ

の様な状況は、音楽教育の中で、音楽その

ものを身につける教育が行なわれなかった

ためだと思います。 

音楽を本当に身につけるためには、先ず、

音を識別する能力を育てると共に、楽譜を見

て楽器等の助けをかりずに正しく歌うこと

や、音楽を聞いてそれを楽譜に書く事を学ば

なければなりません。これらのことが、「ソ 

ルフェージ」の第一歩となるのです。 

さて、この「ソルフェージ」とは何でしょ

うか。音楽教育が盛んになると共に、近頃で

は、「ソルフェージ」も教えることが風潮と

なってきました。しかし、これも又、その大

半は、はっきりとした目標や、教育上の理念

などはなしに、漠然と行なわれているに過ぎ

ないように見受けられます。これは、多分実

際にソルフェージを教える先生方が、その本

当の意味をまだ充分に理解していないから

ではないでしょうか。 

「ソルフェージ」はフランス、イタリーな

どの国で数百年間にわたって行なわれてき

た音楽の基礎教育のことです。ごくはじめは

読譜力の養成を目標としましたが、今ではそ

の内容は拡張されて、広く音楽の基礎的能力

を身につけると共に、音楽的幻想力を養い、

創造的な活動を導き出すものと考えられて

います。その基本的なところは次のようなこ

とです。 

楽譜を読んだ時、それを音楽として心の

中に聞き取ることができ、音楽を聞いた時、

その音楽を楽譜として思い浮べることがで

きることです。更に、音楽を聞いたり、楽譜

を読んだりした時、楽句の間の音楽的関係が

すぐ理解できることです。 

「ソルフェージ」の内容は以上のような

ものですが、『ソルフェージを知らない歌手

や奏者は、フランス語の意味を知らず、その

発音だけを覚えて、ラシーヌを演じようとい

う外国人の俳優にもたとえられる。』と言わ

れています。この話からもわかるように、ソ

ルフェージは演奏などに先立つ、音楽そのも

のの問題です。このソルフェージの基礎の上

に、他のさまざまな技術があって、よい演奏、

よい創造ができるのであります。また単に音

楽を鑑賞するためであっても、ソルフェージ

の基礎を持つ人と持たぬ人とでは、大きな違

いが出てくるでしょう。 

音楽は、音を素材としているわけですか

ら、ソルフェージの訓練のためにも、感覚の

鋭い幼児のうちに、その教育を始めるのが、

効果的でもあり、大切なことです。 

さて、ソルフェージの第一歩は、先に述べ

たように、音を識別する力を養い、正しく歌

うことや、音楽を楽譜に書取ることですが、

その際、特に注意しなければならないことが

あります。それは、ソルフェージを学ぶ者が、

模倣に頼るなどして、受動的に学ぶのではな

く、子供自身が積極的に、音楽を学び、把握

するようにしむけることです。これは非常に

微妙なところですが、表面的には、同じよう

なソルフェージ教育でありながら、その成果

は根本的に違うものになるのです。 

更に、歌う時には、その音楽の持つ拍子の

基本の拍を打ちながら歌うことが、特に大切

なことです。細かい説明はとても一口には言

えない事なので、別の機会にゆずりますが、

この過程から身につけられるものが、音楽を

学ぶ上の最も基本であり、これが、音楽を人

間の精神と結びつけ、又音楽が教養となり、

人間形成に役立つものとなるためにも、欠く

ことができぬものであると考えます。 

このような理念を実際に教育の場で行な

うには、現実に即した、さまざまな、具体的

な工夫が必要になりますが、私共は長い間の

実践によって、それを積み重ね、私共の考え

を、現実の中で確かめて参りました。 

勿論、ソルフェージは音楽のすべてでは

なく、その基礎ですが、その上に作曲や、演

奏の勉強を積上げていくことによって、はじ

めて立派な音楽家が誕生するのです。又専門

家にならない人も、この基礎を身につける

と、音楽を一生心の宝にすることができ、こ

ういう高い音楽的教養を持った良識ある聴

衆、鑑賞者が大勢居ることも、我が国の音楽

文化の発展のために、大切なことです。 

（1977 年 11 月創刊号より） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソルフェージスクール創立メンバーのお一人であった石田昌孝先生。穏やかで優

しいお人柄が印象的でした。当スクールで 1977 年～89 年にかけて発行していた

冊子「ソルフェージ音楽」で、石田先生は「私達のソルフェージ教育」という連

載を執筆されており、今回から不定期でその貴重な資料を再掲載する予定です。

ぜひお読みください。初回の今回は、1977 年 11 月創刊号から引用します。 

石田昌孝先生の言葉 
～「私達のソルフェージ教育」に紡がれる想い～ 

石田昌孝先生 
 
北海道小樽市出身。お母様の影響でピアノ
を習い始める。北海道大学理学部卒業後、
同大学教育学部音楽科に再入学し音楽を
学ぶ。 
その後、東京で大村多喜子先生と出会い、
ソルフェージスクールの設立に参加。 
「音楽が、言葉と同じように、全体の文脈
の中で何を言っているかを理解する助け
となるもの」がソルフェージで、ひいては
楽曲分析にまで達するのだ、という考えの
もと、ソルフェージ 
スクールで 50年に渡 
りソルフェージとピ 
アノの指導に当たる 
傍ら、昭和音大短大 
ピアノ科の教授も勤 
める。 
2012年 3月逝去。 
 

1961 年「ソルフェージ教室」開校当時、山脇服飾美術
学院（当時）の教室で教えておられる石田先生の写真 

石田先生（左）と大村先生（右） 
2011 年 11 月創立50 周年記念演奏会にて 
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３月１日、暖かな春の日差しが心地よい日曜日の午後、先生たちの

内輪の会「試演会」が、有志による参加で行われました。 

この会は、演奏を聴いて曲について論じたり、感想を述べたりする

勉強会です。参加者７人、演奏者４人（ソロとトリオ）の短いプログ

ラムでしたが、活発な意見交換がなされ、有意義なひとときでした。 

一人の先生からこんな感想をいただきました。「とても穏やかな良

い時間で、音楽はいいなぁと、あらためて感じました！」 

新型コロナ禍で社会活動が制限され、先の見えない不安がある中、

スクールの皆様は毎日をどのようにお過ごしですか？こんなときこ

そ楽器を弾いたり美しい音楽を聴いて、心ゆくまで音楽に親しんで

みませんか！このような状況だからこそ深く心の奥底に響いて、感

動と勇気をもたらす音楽の世界に出会えるかもしれません。 

 

↓スクールの情報はこちら↓ 

Facebook            Web 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソルフェージスクール 

YouTube 動画配信中！ 

 生徒の皆さんやいろいろな人たちに、おうちでも

音楽を楽しんでもらえるように、先生たちが楽し

い動画を作りました！4 月 5 日から配信されて

います。「おんがくのおばさんのおはなし」や、江

原陽子先生の素敵な歌を聴くことができます♪

ぜひ観てくださいね。 

先生方による試演会 
ソルフェージスクールでは年に一度、先生方

が曲を持ち寄り意見を交わす試演会が行われ
ます。今回は、普段触れる機会の少ないロシア

の小曲をご用意くださった林さち子先生に感

想をいただきました。 

２０１９年度 
皆勤賞＆精勤賞 

 
皆勤賞 6 名 ・ 精勤賞 7 名 

 

6 月に予定されていたソルフェージスクー
ル演奏会は、新型コロナウイルス感染拡大防
止に伴う休校で練習ができないため、通常プ
ログラムは中止といたします。 
7 月以降開催予定の 

・楽しくアンサンブル 

・夏季合宿 
なども含め、今後の変更や開催可否につきま
しては、随時ホームページや Facebook など
でお知らせしてまいります。 
 

〈編集後記〉 

このたびは新型コロナウイルスの影響によ
り 3 月から休校、また「おさらい会」「春の
ミュージックキャンプ」も休止せざるをえ
ず、残念な春となってしまいました。普段と
違う生活環境のなか、多くの方が不安な日々
を過ごしていることと思います。講師陣やス
タッフも、生徒の皆さんにお会いできずとて
も寂しい気持ちでいます。しかし、このよう
な時こそ、音楽が私たちに寄り添い心を温め
てくれる友であることも改めて感じます。 
みなさんと一緒に 
音楽ができる日が 
一日も早く来るこ 
とを心から願って 
います♪ 

ノクターン「告別」 グリンカ 

小組曲より「修道院にて」 

     「セレナーデ」 ボロディン 

（Pf 林さち子） 

組曲 ミヨー 

（Cl 古沢裕治、 Vn 妹尾美紀子、 Pf 加藤恵理） 

 

 

 

《プログラム》 

2020 年 3月 1日（日） 

〖今後の予定〗 

https://youtu.be/IvXDF-QRExE 
 

また、ウフクラスの千馬光純

（せんばありす）ちゃんがさっ

そく動画を観てくれた様子を、

お写真に撮って送ってくださ

いました！陽子先生と同じ動

きで手を振ってくれて、先生も

とても喜んでいましたよ♫ 

 
 

↓スクールの情報はこちら↓ 

Facebook            Web 


